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１ 重要事項 

1) 研究 

ICT(Information Communication Technology)を使った効果的な語学教育について考察

を行った。ATI(Aptitude Treatment Interaction)適性処遇交互作用を ICT 活用語学教育

にて実践し、教育的な効果があることを示した。このことについて日本比較文化学会 関

東(第 35 回)・東北(第 7 回)合同大会において「学習者の適性に合った語学学習法」とい

う題目で発表を行った。今後は、ICT 活用教育に加え、認知神経科学のアプローチによ

り、英語教育、言語獲得と第二言語習得のメカニズム解明を行って行きたい。 

 

2) 教育 

講義では、グローバル化に対応できる英語によるプレゼンテーション能力の養成を目標

とした。また、Web 上の情報を使い、生の本物の英語に、より多く学習者が触れること

が出来るように教育を行った。 

夏休みの集中講座として行われた、TOEIC スコアアップ講座の運営に従事した。 

また、本学の学生の英語コミュニケーション能力を向上させるため、とりわけ英会話の

機会をより多く設けるために、English Café の企画・運営に従事した。 

 

3) 学生指導 

部活動において、陸上競技部で監督として学生指導に当たった。主な結果は、関東学生

陸上競技対校選手権大会へ複数名出場、第 28 回国公立大学対校陸上競技大会において男

子総合１０位、女子総合１８位という結果を達成した。また、三年連続して第 90 回箱根

駅伝予選会出場を果たした。 

地域貢献、陸上競技人口の底辺拡大を目指すために、第 6 回高崎経済大学競技会を開催

した。学生の大会運営能力の向上に寄与し、この活動を通して学生が社会性を育む一助

となった。 

２ その他の事項 

財団法人 群馬陸上競技協会理事、高崎市陸上競技協会理事として大会運営などに従事

した。 

 


